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落合地区の 合計 3,681人 男 1,838 女 1,843 世帯数1,367世帯（平成30年 ４月末） 

人口世帯数 合計 3,691人 男 1,842 女 1,849 世帯数1,371世帯（平成30年 ３月末）

 5月11日に、平成30年度落合まちづくり推進協議会総会が盛会に開催されました。 

 改選期となった今年度でしたが、牧野敏夫会長、森義行副会長が満場一致で再選となり新たに各種団体代表となった協議会の皆さ
んとともに、「こんないいとこどこにもないまち“落合”」の実現を目指し活動を開始します。今年度は組織改編が行われました。  

 これまでのまちづくり推進協議会正副会長は区長会の正副会長が兼務する形で組織運営を行っていました。これは区長会との密な
連携と落合地区内での課題解決を「一本の柱」として位置付けていくための体制づくりであり、協議会の歴史において地域課題の解
消を図るべく総合計画の作成に取り組み、各部会での議論も活発に行われ、計画から推進まで取り組んできた成果が現在の落合地区
であると言えます。 

 しかしながら、近年の市民協働の観点からも区長会業務は過多となり、落合の将来を創るまちづくりを社会情勢の変化を常に捉
え、長期的な視点を持って計画し実現していくためには、2年の任期が壁となっていたのも現実です。地域の将来を考える中、継続
的に「けん引していく人材」が必要不可欠であることから、今年度より区長会との兼務を解消し、まちづくり推進協議会単独で正副
会長を設置する運びとなりました。過去より懸念されてきた組織としての大きな課題でありましたが、区長会を退任された牧野会
長、森副会長が“地域の為になるのならば”との想いから、その先導役を担う決断をいただき、協議会の皆さんも賛同していただき
ました。 

 牧野会長からは、「思い付きや無理な事を言うかもしれないが皆さんと
ともに意見を出し合い落合の為に頑張って行く。皆さんの協力が必要」と
あいさつされ、伊藤一正顧問からは、「落合には課題が山積している。こ
の一年が大事。理想だけにならないように形を残していく事。成果を期待
している。」と激励されました。 

 まち協と区長会という二枚の大きな翼で「向かい風にも突き進む落合」
としての姿が垣間見る事が出来ました。 

 本来の目的達成と地域活性化、及び継続性保持への推進力を向上させて
いく第一歩として新たなスタートをきりました。 

 計画は具現化が必要です。市と協働の関係を築きながら総会で決定した
事業計画を再構築して地域にとってより良い計画を推進して行きます。 

 今年度も落合まちづくり推進協議会の事業推進に区民のみなさんのご理
解とご協力をお願い申し上げます。 



－６月のお知らせ― 

 

■ 3日（日） 第20回インディアカ大会 

■10日（日） 市内一斉清掃 

■17日（日） 中津川市消防操法大会 

 

可燃ごみ：月曜日・木曜日 

資源ごみ：6月 1日（金）   7月   6日（金）  

不燃ごみ：6月13日（水）    7月 11日（水） 

大型ごみ：6月 27日（水）   7月 25日（水） 

※大型ごみは有料になります。予約も必要です。 

 詳細は事務所にお問い合わせください 

※リサイクルボックス（２４時間営業中） 

※回収物：新聞紙・ダンボール・雑誌・牛乳パック 

                      いつも通る この道の あぶないところは どこだろう    

     毎月第3日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議落合支部  

5月２日（水）に苗木交流センターホールにて平成
30年度中津川市区長会連合会総会が行われ、その席
で7期14年区長としてご尽力されました井口功さん
（元1号区長）に、中津川市長より感謝状が贈呈さ
れました。 

長きに渡り区長としてご尽力され、1号区のみなら
ず落合地区区長会をけん引され、まちづくり推進協
議会理事としても、地域の活性化を担う一員として
「こんないいとこ どこにもないまち“落合”」の
実現に向けて、各種事業に積極的に取り組んでいた
だきました。 

本当にお疲れ様でした！ 

5月9日（水）に開催されました落合芸能文化団体連絡
協議会総会の場において、「落合の芸能文化」の冊子
作成にあたり、深く係わりご尽力されたことに対し、
島﨑洋一会長より安部智恵子さん（11号区）に感謝状
が贈られました。 

（平成27年度市がんばる地域サポート事業（協働部門）の補助を
受け発行しています。） 

こちらの冊子は、1冊1,000円にてお分けしています。 

＊冊子は落合公民館（落合事務所）にあります。 

～安部さんのお言葉から～ 

最初に依頼された時は、自分には出来ないのではない
かと不安もあり数年が経過しましたが、後世に伝えて
いくためには、「文化・芸能の伝承は書き残しておく
べき」との決断をした。このような形で感謝状をいた
だくのは恐縮です。本当に有難うございました。 


